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水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
干
の
問
題
（
柏
尾
）
日
本
水
産
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
展
望
l
 
水
産
業
（
漁
業
）
と
い
う
産
業
部
門
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
商
品
は
非
常
に
複
雑
で
あ
り
又
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
水
産
物
が
極
め
て
多
く
の
種
類
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
特
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
。
反
面
、
そ
れ
が
人
間
の
嗜
こ
の
よ
う
に
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
水
産
商
品
の
中
心
は
魚
類
で
あ
る
。
水
産
物
の
中
に
は
、
魚
類
の
他
に
、
貝
類
、
イ
カ
、
タ
コ
、
ク
ジ
ラ
等
の
水
産
動
物
類
及
び
コ
ン
ブ
、
ワ
カ
メ
等
の
水
産
植
物
類
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
に
足
ら
な
い
存
在
で
し
か
な
い
。
貝
類
、
水
産
植
物
等
は
、
現
在
沿
岸
で
行
わ
れ
て
い
る
浅
海
養
殖
と
か
内
水
面
狸
殖
を
中
心
と
し
て
（表
1
)
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
そ
の
地
位
は
誠
に
低
い
。
だ
か
ら
、
商
品
と
し
て
の
水
産
物
と
い
う
場
合
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
を
占
め
て
い
る
の
は
魚
類
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
こ
の
複
雑
多
岐
な
水
産
商
品
を
大
き
く
二
つ
に
類
別
す
る
と
、
生
産
さ
れ
て
い
る
が
、
好
の
多
様
性
の
要
求
を
満
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
一
、
商
品
と
し
て
の
水
産
物
一
は
生
鮮
商
品
で
あ
り
二
は
加
工
商
品
で
あ
る
。
生
鮮
商
品
柏
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
干
の
問
題
ク
ジ
ラ
と
力
1
一
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
と
る
尾
昌
哉
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（表 1) 年度別漁獲高推移（捕鯨を除く）（単位1.000トン・（）は形）
3
、
塩
蔵
品
（
荒
巻
サ
ケ
、
f
、
燻
製
品
（
サ
ケ
、
サ
ケ
、
マ
ス
、
マ
ス
、
ニ
シ
ン
等
の
燻
製
等
）
ニ
シ
ン
等
の
塩
蔵
品
等
）
e
、
焼
煮
品
（
サ
バ
、
イ
ワ
シ
等
の
焼
乾
等
）
d
、
煮
乾
品
（
カ
ツ
オ
節
、
遠
沖
洋漁
合漁
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C
、
塩
乾
品
（
棒
ク
ラ
、
開
き
ク
ラ
、
ア
ジ
の
ひ
も
の
、
丸
ぽ
し
等
）
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b
、
素
乾
品
（
ス
ル
メ
、
カ
ズ
ノ
コ
、
乾
カ
レ
イ
等
）
計
a
、
凍
乾
品
（
カ
ン
テ
ン
、
凍
乾
ス
ケ
ソ
ウ
等
）
る
。
た
だ
、
加
工
用
原
料
と
し
て
供
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
す
べ
て
加
工
商
品
と
し
て
再
成作Im
現
し
、
そ
の
類
別
に
入
る
の
で
、
こ
こ
で
は
考
慮
の
外
に
お
く
。
弓りょ
次
に
、
加
工
商
品
と
な
る
と
そ
の
種
類
は
更
に
増
加
す
る
。
，
 
゜
2
 
p
 
59 ，
 
鑑年産ほ
2
、
乾
製
品
1
、
冷
凍
品
（
フ
ィ
ー
レ
ー
、
ス
チ
ー
ク
等
）
【
A
]
食
用
悶
目
ぼ
し
い
と
こ
ろ
を
列
挙
し
た
だ
け
で
も
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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(0.03) 
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流
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干
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尾
）
、、
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
な
ま
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
心
は
鮮
魚
で
あ
る
。
と
こ
、、
ろ
で
、
な
ま
物
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
消
費
者
に
連
な
る
形
態
か
ら
、
直
接
人
間
の
生
食
或
は
使
用
に
供
せ
ら
れ
る
も
の
と
、
加
工
用
原
料
と
し
て
供
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
355 
2
、
粕
（
し
め
粕
等
）
こ
の
多
種
多
様
な
水
産
加
工
商
品
も
、
消
費
者
に
連
な
る
立
場
か
ら
分
類
す
る
と
、
食
用
さ
れ
る
も
の
と
非
食
用
の
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
等
加
工
商
品
は
、
な
ま
物
に
較
べ
る
と
水
産
業
特
有
の
一
連
の
特
性
例
え
ば
漁
獲
の
季
節
性
、
不
安
定
性
、
非
標
準
化
性
等
の
影
響
は
か
な
り
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
[
B
]
 
コ
ン
ブ
菓
子
等
）
コ
ウ
ジ
潰
等
）
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
千
の
問
題
（
柏
尾
）
1
、
魚
油
品
（
グ
リ
セ
リ
ソ
、
石
鹸
等
の
原
料
）
非
食
用
f
、
魚
醤
油
品
（
魚
ミ
ソ
等
）
e
、
塩
辛
品
（
カ
ツ
ォ
‘
イ
カ
、
ウ
ニ
等
の
塩
辛
等
）
d
、
潰
物
品
（
粕
潰
、
C
、
焙
乾
調
味
品
（
魚
セ
ソ
ベ
イ
、
魚
ア
ラ
レ
、
ノ
シ
イ
カ
等
）
つ
ま
り
一
般
工
業
製
品
に
や
や
近
づ
い
て
来
る
の
で
あ
る
。
b
、
煮
熟
調
味
品
（
ツ
ク
ダ
ニ
、
a
、
練
製
品
（
カ
マ
ボ
コ
、
チ
ク
ワ
、
/‘ 
ン'
ペ
ン／
ヽ
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
等
）
5
、
調
味
品
C
、
味
付
缶
詰
品
（
大
和
煮
、
ト
マ
ト
煮
、
カ
ラ
シ
潰
、
照
焼
等
）
b
、
油
潰
缶
詰
品
（
マ
グ
ロ
、
カ
ツ
ォ
、
サ
バ
、
イ
ワ
シ
等
）
a
、
水
煮
缶
詰
品
（
サ
ケ
、
4
、
缶
詰
品
マ
ス
、
カ
ニ
、
サ
バ
等
）
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よ
う
な
傾
向
を
辿
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二、
戦
前
戦
後
に
お
け
る
水
産
商
品
の
変
遷
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
干
の
問
題
（
柏
尾
）
（表
2
)
註
(
1
)
水
産
業
と
い
う
言
葉
と
漁
業
と
い
う
言
葉
は
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
漁
業
と
い
う
と
き
は
、
漁
拐
、
養
殖
加
工
の
全
部
門
を
含
む
水
産
業
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
狭
義
の
漁
業
は
漁
拐
に
つ
い
て
だ
け
使
用
さ
れ
、
水
産
業
の
一
部
門
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
(
2
)
清
水
亘
「
製
造
加
工
篇
・
総
論
」
（
水
産
物
便
覧
）
一
1
一
ー
四
頁
参
照
明
治
末
葉
の
一
五
0
万
ト
ン
級
か
ら
一
貫
し
て
増
加
カ
ー
ブ
を
画
き
、
大
正
末
期
に
は
三
0
0万
ト
ソ
を
越
え
、
昭
和
七
年
頃
即
ち
漁
船
の
一
般
的
機
動
化
完
了
の
時
期
を
も
っ
て
年
間
約
五
0
0万
ト
ン
の
ピ
ー
ク
に
到
達
し
、
以
後
太
平
洋
戦
争
勃
発
ま
で
四
0
0
~
五
0
0万
ト
ソ
の
横
ば
い
状
態
を
辿
る
の
が
、
戦
前
の
日
本
漁
獲
高
の
概
要
で
あ
る
。
今
こ
こ
で
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
こ
れ
等
の
漁
獲
物
が
ど
の
よ
う
な
形
の
水
産
商
品
と
し
て
市
場
に
現
わ
れ
、
又
そ
れ
が
ど
の
水
産
商
品
の
大
宗
は
昔
は
生
鮮
商
品
で
あ
り
、
そ
れ
が
時
代
の
経
過
と
と
も
に
加
工
商
品
に
代
置
さ
れ
て
行
っ
た
こ
と
ほ
衆
知
の
通
り
で
あ
る
。
乾
製
品
、
塩
蔵
品
、
調
味
品
等
の
加
工
商
品
は
、
藩
制
時
代
に
既
に
現
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
等
加
工
商
品
が
急
激
な
増
加
を
見
せ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
資
本
主
義
経
済
の
下
に
お
い
て
で
あ
る
。
漁
獲
高
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
生
鮮
商
品
も
次
第
に
増
大
し
て
い
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
率
と
し
て
次
第
に
低
下
し
て
い
る
と
い
（表
2
)
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
水
産
加
工
商
品
が
年
と
と
も
に
増
え
る
と
い
う
極
め
て
当
然
の
結
果
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
を
更
に
詳
細
に
見
る
と
、
同
じ
加
工
商
品
で
も
率
に
お
い
て
は
、
非
食
用
加
工
の
そ
れ
は
低
下
し
て
い
る
の
に
食
用
加
工
の
そ
れ
は
急
激
に
上
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
よ
う
。
こ
れ
は
非
食
用
加
工
商
品
と
し
て
幕
末
以
来
飛
躍
的
な
需
要
増
加
を
続
け
て
い
た
イ
ワ
シ
及
四
357 
（表2) 消費用途別漁獲高推移 （単位1,000トソ）
つ
ま
り
、
従
来
主
と
し
て
中
国
を
市
場
に
乾
製
品
及
び
塩
蔵
品
を
輸
出
し
て
い
た
の
が
、
日
貨
排
斥
等
で
次
第
に
伸
び
な
や
み
、
大
1 大
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
干
の
問
題
（
柏
尾
）
二ご1漁獲大高I4 
鮮 |688I 
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ぅ
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水産新報社「水産二十年史」統計，水産庁資料課「水産統計」より作製。
（表3) 日本の輸出水産商品推移 （単位1,000円）
三区分 大 1 |大 5I 大 1 I 昭 1 I 昭 5
輸出 I彩 I輸出 I% I輸出 I彩 I輸出 I% I輸出 I彩
岳詰品 |2,2921 15.1 2,2051 9.311,8061 14.31 5,2941 21.1133,1911 48.1 
乾製・塩蔵 |1,4521 67.3119,1811 81.2117,9001 11.3'26,4041 57.7lz6,3601 38.2 
その他 |2,8741 17.612,2431 9.511,8061 14.31 5,2941 21.119,4121 13.7 
計 16,6201 100.0123,6291 100.ol25,0651100.0145,69ol 100.ol6s,9641100.o 
大蔵省「貿易年表」より作製。
五
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
北
洋
を
中
心
と
し
た
巨
大
漁別
業
会
社
の
生
成
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
の
躍
進
は
、
第
一
次
ョ
ー
ロ
ッ
パ
大
戦
を
契
機
と
し
た
の
品
が
新
し
い
花
形
と
し
て
登
場
し
て
来
る
。
こ
の
缶
詰
品
代
は
大
正
を
も
っ
て
終
り
を
告
げ
、
昭
和
に
入
る
と
缶
詰
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
乾
製
品
及
び
塩
蔵
品
の
全
盛
時
る
が
、
に
よ
っ
て
そ
の
輪
画
を
辿
ろ
う
。
（表
3
)
の
輸
出
数
字
も
正
し
く
こ
れ
を
裏
づ
け
大
正
年
間
は
乾
製
品
及
び
塩
蔵
品
の
時
代
だ
と
い
わ
れ
字
が
得
ら
れ
な
い
の
で
輸
出
水
産
商
品
の
推
移
（
表
3
)
内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
正
確
な
統
計
数
食
用
加
工
商
品
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
食
用
加
工
商
品
の
要
す
る
に
、
絶
対
的
に
も
相
対
的
に
も
躍
進
し
た
の
は
加
工
が
盛
ん
に
な
っ
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。
く
な
ら
な
い
の
は
、
肥
料
に
代
っ
て
工
業
用
及
び
薬
用
の
び
ニ
シ
ン
の
農
業
肥
料
の
需
要
が
、
大
正
年
間
を
頂
点
と
し
て
次
第
に
減
少
し
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
数
字
が
案
外
小
さ
358 
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増
大
の
傾
向
は
太
平
洋
戦
争
突
入
の
時
期
ま
で
続
い
て
い
る
。
全
部
に
当
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
干
の
問
題
（
柏
尾
）
正
末
期
頃
を
転
機
と
し
て
、
大
戦
中
に
躍
進
し
た
巨
大
漁
業
会
社
の
缶
詰
輸
出
が
、
は
市
場
を
も
独
占
す
る
段
階
に
ま
で
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
輸
出
水
産
商
品
は
大
正
か
ら
昭
和
へ
か
け
て
乾
製
品
及
び
塩
蔵
品
か
ら
缶
詰
品
へ
と
中
核
が
移
行
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
傾
向
は
多
少
の
ず
れ
を
も
っ
て
日
本
の
水
産
商
品
食
用
加
工
商
品
の
絶
対
的
相
対
的
増
大
傾
向
の
中
核
は
実
に
缶
詰
商
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
缶
詰
商
品
太
平
洋
戦
争
突
入
に
よ
る
日
本
漁
業
の
打
撃
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
こ
の
戦
争
に
と
も
な
う
(
1
)
生
産
手
段
の
収
奪
(
2
)
生
産
手
政
策
（
筆
者
）
段
生
産
の
停
止
(
3
)
漁
業
労
働
力
の
収
奪
(
4
)
漁
場
の
収
奪
(
5
)
国
家
的
系
統
的
漁
業
統
制
機
関
設
置
に
よ
る
大
資
本
中
心
の
の
諸
事
項
は
、
日
本
漁
業
の
基
本
構
造
を
大
き
く
ゆ
さ
ぶ
り
、
そ
れ
を
次
第
に
衰
退
の
渕
へ
追
い
こ
ん
で
行
っ
た
。
敗
戦
の
現
実
は
日
本
漁
業
の
今
後
の
立
直
り
を
疑
わ
せ
る
程
の
悲
惨
な
状
態
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
戦
後
の
日
本
漁
業
の
復
興
は
意
外
な
程
早
か
っ
た
。
巨
大
資
本
中
心
、
外
海
進
出
と
い
う
伝
統
的
な
二
つ
の
甚
本
的
政
策
の
線
に
沿
っ
て
、
戦
前
と
は
違
っ
た
内
容
で
は
あ
る
が
、
漁
船
を
は
じ
め
種
々
の
生
産
手
段
も
漁
獲
高
も
配
給
組
識
も
急
速
に
回
復
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
漁
獲
高
の
復
興
状
態
は
、
既
に
（
表
1
)
で
も
示
し
た
よ
う
に
戦
前
最
盛
期
を
上
ま
わ
る
も
の
で
あ
り
、
三
二
年
に
は
遂
に
五
四
0
万
ト
ン
の
新
記
録
を
う
ち
立
て
る
に
到
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
漁
獲
高
復
興
は
、
実
に
巨
大
51 
資
本
漁
業
の
復
興
で
あ
り
、
極
め
て
多
数
を
占
め
る
漁
民
層
の
復
興
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
充
分
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
と
も
あ
れ
、
漁
獲
高
は
急
速
に
回
復
し
た
の
で
あ
る
が
、
戦
前
の
水
産
商
品
の
態
様
及
び
傾
向
は
、
ど
の
よ
う
に
再
現
し
叉
は
変
化
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
市
場
と
し
て
次
第
に
発
展
し
遂
に
六
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（表
5
)
さ
て
、
戦
前
と
同
じ
よ
う
に
、
食
用
加
工
水
産
商
品
の
内
訳
を
日
本
の
輸
出
水
産
商
品
の
推
移
か
ら
分
析
す
る
と
、
缶
詰
品
の
躍
進
直
り
と
新
た
な
発
展
と
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
（表4) 消費用途別日本漁獲高推移 （単位1,000トン）
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
干
の
問
題
（
柏
尾
）
□：昭 25 I 昭 28 i昭32
区分 漁獲高 I% I漁獲高 I% I漁獲高 I
生鮮|1,889 |五]]1,184 | 26.1 | 1,028 | 
35 | 43.o | 1,896 | 41.8 | 2,607 1 
崩1非食用| 1,580 | 13.21 1, 456 | 32.1 | 1,775 | 
1 4,5 ・ 総漁獲 |4,3441 100.0  
彩
19.0 
1,86 48.2 
32.8 
し
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
36 ! 100.0 
水産庁資料課「水産統計Jより作製
（表5) 日本の輸出水産商品推移 （単位1,000,000円）
□区分 ： 昭10 I 昭2s 1 昭32 
輸出 I% I輸出 I% I輸出 I形
缶詰品 I 49 I 56.o i 12,3s1 I 40.4 : 15,1471 53.3 
冷凍品 I 3 I 3. 6 | 6, 528 | 21.3 | 4,476 | 14. o 
乾製品 I 1s I 20.1 1 3,9591 12.9 I 2,1391 4.6 
その他 17 | 20. 3 | 7, 787 | 25. 4 | 7, 203 | 28. 1 
総金額 I 87 I 100.0 1 30,6351100.0 I 28,9651100.0 
大蔵省「税関統計」より引用作製。
七
料
と
し
て
の
発
展
を
示
す
も
の
で
、
日
本
工
業
の
立
は
違
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
水
産
商
品
の
工
業
用
原
つ
地
位
を
回
復
し
て
来
て
い
る
点
が
戦
前
の
傾
向
と
え
っ
て
来
る
。
た
だ
、
非
食
用
加
工
商
品
が
少
し
ず
加
工
商
品
の
絶
対
的
相
対
的
増
加
の
傾
向
が
よ
み
が
七
年
頃
ま
で
の
こ
と
で
、
以
後
は
再
び
戦
前
の
食
用
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
ほ
せ
い
ぜ
い
二
六
、
て
い
る
。
機
が
ま
だ
充
分
緩
和
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
っ
は
、
戦
後
日
本
国
内
を
襲
っ
た
異
常
な
程
の
食
糧
危
そ
こ
に
急
減
し
て
い
る
こ
と
と
で
あ
ろ
う
。
J
れ
を
占
め
て
い
た
非
食
用
加
工
品
が
僅
か
一
0
％
そ
こ
を
見
せ
て
い
る
こ
と
と
、
逆
に
戦
前
三
0
ー
四
0
%
（表
4
)
に
よ
る
と
、
二
五
年
の
数
字
で
先
ず
目
立
つ
の
は
、
戦
前
に
は
二
0
％
を
割
っ
て
い
た
生
鮮
品
が
四
0
％
を
越
え
る
急
増
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(
4
)
 
(
5
)
 
註
(
3
)
加
工
水
産
商
品
の
傾
向
と
し
て
摺
ん
で
も
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
戦
前
の
傾
向
は
、
こ
こ
で
は
更
に
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
実
に
三
二
年
度
に
は
輸
出
水
産
商
品
の
半
分
が
缶
詰
品
で
あ
る
程
の
急
激
な
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
逆
に
、
大
正
期
に
全
盛
を
誇
っ
た
製
品
及
び
塩
蔵
品
は
次
第
に
低
調
と
な
り
、
こ
れ
に
代
っ
て
冷
こ
の
輸
出
水
産
商
品
は
、
三
二
年
の
総
食
用
加
工
水
産
商
品
の
約
五
0
％
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
体
、
す
べ
て
の
食
用
こ
こ
で
以
上
の
総
傾
向
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
生
鮮
品
は
減
少
し
加
工
商
品
が
増
加
し
て
い
る
。
中
で
も
急
増
す
る
の
は
食
用
加
工
商
品
で
あ
り
、
そ
の
中
核
が
缶
詰
の
飛
躍
的
増
大
で
あ
る
。
北
洋
漁
業
に
お
け
る
独
占
資
本
の
生
成
発
展
及
び
缶
詰
品
の
躍
進
に
つ
い
て
は
次
書
に
詳
し
い
か
ら
参
照
さ
れ
た
い
。
近
藤
康
男
「
日
本
漁
業
の
経
済
構
造
」
ニ
―
ー
ニ
六
頁
新
川
伝
助
「
日
本
漁
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
」
一
九
五
ー
ニ
ー
ニ
頁
露
領
水
産
組
合
「
露
領
漁
業
の
沿
革
と
現
状
」
露
領
漁
業
記
念
誌
刊
行
令
「
露
領
漁
業
合
同
記
念
誌
」
岡
本
正
一
「
北
洋
漁
業
の
大
革
命
」
水
産
局
「
日
本
水
産
製
品
誌
」
岡
本
正
一
「
漁
業
発
達
史
・
カ
ニ
缶
詣
篇
」
小
沼
勇
「
漁
業
に
お
け
る
『
危
機
』
の
展
開
」
一
0
頁
参
照
近
藤
康
男
絹
「
前
掲
書
」
二
四
ー
九
六
頁
参
照
新
川
伝
助
「
前
掲
書
」
―
―
―
八
一
ー
四
一
九
頁
参
照
宇
野
・
山
田
・
近
藤
・
山
田
監
修
「
日
本
農
業
年
報
Il
」
二
0
-
l
二
五
三
頁
参
照
同
右
「
日
本
農
業
年
報
皿
」
一
八
六
ー
ニ
0
0頁
参
照
凍
品
が
活
況
を
示
し
は
じ
め
て
い
る
。
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
干
の
問
題
（
柏
尾
）
八
361 
九
a" 
生
鮮
商
品
の
基
本
的
特
徴
は
、
そ
れ
が
「
極
め
て
、
強
い
腐
敗
性
商
品
の
一
っ
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
貯
蔵
の
困
難
を
意
味
し
商
品
と
し
て
の
性
格
に
強
い
制
約
を
与
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
に
関
し
て
種
々
の
対
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
ま
だ
根
本
的
解
決
に
は
遠
く
及
ん
で
い
な
い
。
最
も
進
ん
だ
対
策
と
い
わ
れ
る
冷
凍
冷
蔵
業
の
発
達
普
及
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
漁
獲
高
の
不
安
定
性
、
季
節
的
変
動
性
、
輸
送
の
困
難
性
等
の
水
産
業
特
有
の
諸
条
件
の
前
に
は
無
力
を
暴
露
し
て
い
る
。
す
る
と
、
生
鮮
商
品
が
強
い
腐
敗
性
商
品
で
あ
る
と
い
う
特
徴
は
程
度
の
差
は
あ
る
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
叉
、
水
産
資
源
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
極
め
て
流
動
性
の
強
い
移
動
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
恒
常
的
な
漁
獲
高
生
産
は
不
可
能
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
商
品
の
品
質
は
全
く
非
画
一
的
で
あ
る
。
加
え
て
、
沿
岸
資
源
の
枯
渇
化
に
と
も
な
う
漁
業
の
一
般
的
な
沖
合
遠
洋
へ
の
進
出
は
、
漁
獲
高
生
産
を
一
層
不
安
定
な
も
の
に
し
、
輸
送
時
間
に
よ
る
商
品
の
価
格
低
下
を
大
き
い
も
の
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
事
情
を
考
え
る
と
、
生
鮮
商
品
は
近
代
的
企
業
か
ら
造
り
出
さ
れ
る
近
代
商
品
と
は
似
て
も
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
だ
か
ら
、
生
鮮
商
品
は
近
代
的
取
引
も
行
わ
れ
ず
近
代
的
流
通
経
路
に
も
乗
り
得
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
見
本
取
引
も
銘
柄
取
引
も
先
物
取
引
も
こ
こ
で
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
依
然
と
し
て
原
始
的
な
対
人
的
現
物
取
引
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
し
、
流
通
経
路
近
代
化
の
中
核
と
い
わ
れ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
生
鮮
商
品
に
つ
い
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
も
う
―
つ
の
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
が
極
め
て
多
く
の
代
替
商
品
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
動
物
性
ク
ン
パ
ク
質
供
給
源
と
い
う
点
か
ら
だ
け
で
も
、
そ
れ
は
他
の
動
物
性
食
品
と
競
合
の
立
場
に
立
っ
F
 
て
い
る
し
、
し
か
も
恒
常
的
供
給
と
い
う
面
で
は
そ
れ
に
遥
か
に
及
ば
な
い
。
と
い
う
こ
と
ほ
、
水
産
生
鮮
商
品
の
独
占
は
誠
に
困
難
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
干
の
問
題
（
柏
尾
）
最
初
に
生
鮮
商
品
を
観
察
し
よ
う
。
水
産
商
品
の
流
通
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れ
ら
の
多
種
多
様
の
加
工
商
品
全
般
を
通
し
て
い
え
る
こ
と
ほ
、
生
鮮
商
品
の
甚
本
的
特
徴
で
あ
っ
た
腐
敗
性
を
或
る
程
度
克
服
し
て
（;J, 1図）71,産生魚羊商品流通経路
生： 産 壱
（主として香託）
キ昴 地 市 場l
｛入オL・せり
1中 蓄
（小売）
ノJヽ 売
う肖 曹
加
工
商
品
の
種
類
の
多
い
こ
と
ほ
既
に
述
べ
た
が
、
こ
さ
て
、
加
工
商
品
の
親
察
へ
移
ろ
う
。
強
く
う
ち
だ
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
は
も
っ
ば
ら
そ
れ
を
流
通
過
程
で
掌
握
す
る
と
い
う
線
が
要
す
る
に
、
生
鮮
商
品
に
つ
い
て
の
巨
大
資
本
の
方
針
て
も
巨
大
資
本
の
進
出
ほ
目
覚
し
い
。
本
が
独
占
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
更
に
冷
凍
冷
蔵
に
つ
い
な
う
運
搬
に
つ
い
て
も
運
搬
船
の
九
0
％
以
上
を
巨
大
資
も
手
を
伸
し
て
い
る
。
又
、
漁
業
の
沖
合
遠
洋
化
に
と
も
し
又
は
直
営
す
る
と
と
も
に
、
生
産
地
の
水
揚
地
市
場
に
本
は
、
大
都
市
の
卸
売
市
場
の
ほ
と
ん
ど
を
支
配
系
列
化
要
は
（
第
1
図
）
の
よ
う
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
巨
大
資
で
あ
り
且
つ
効
果
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
近
代
的
商
品
で
な
い
こ
と
、
独
占
が
困
難
且
つ
効
果
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
事
情
の
下
で
は
巨
大
漁
業
資
本
と
い
え
ど
も
そ
の
ま
ま
見
送
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
生
鮮
商
品
は
現
在
主
と
し
て
多
数
の
一
般
礁
家
や
中
小
企
業
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
、
巨
大
資
本
は
む
し
ろ
そ
れ
を
流
通
過
程
を
通
じ
て
掌
握
し
よ
う
と
い
う
方
向
へ
進
ん
で
い
る
。
水
産
生
鮮
商
品
の
流
通
経
路
の
概
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
干
の
問
題
（
柏
尾
）
1
0
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（表6) 冷凍冷蔵業推移 （単位，能力は立坪）
昭 30 I 昭 31 I 昭 32
全国 1巨大資本I% I全国 1巨大資本I96 I全国 1巨大資本1%
工場数 l 227 | 197 | 8.9 | 232 I 1991 s.6 I 2491 212 [ 8.5 
製氷能力 I 24,480 1 6,732 I 21.51 25,791 I 6, 783126.31 26,866 I 7,039126.2 
冷蔵能力| 390,737168,379 f 11.5 I 430,836173,237 f 11.o I 538,558181,554 f 11.o 
凍結能力 l7,6291 1,030113.51 8,2231 1,069112.91 9,3151 1,231 [ 13.0 
水産週報社「水産年鑑」 P,529より作製
巨大資本は大洋漁業，日本水産，日魯漁業，極洋捕婉及び日本冷蔵五社の数字である。
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
貯
蔵
の
困
難
性
を
か
な
り
打
開
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
勿
論
、
多
種
多
様
の
加
工
商
品
の
違
い
に
よ
っ
て
貯
蔵
性
も
叉
強
弱
は
あ
る
。
例
え
品
、
焙
乾
調
味
品
等
の
調
味
品
は
四
ヵ
月
以
上
貯
蔵
で
き
る
し
、
乾
製
品
や
塩
蔵
品
に
な
る
と
六
カ
月
は
完
全
貯
蔵
で
き
、
缶
詰
に
至
っ
て
は
一
カ
年
以
上
貯
蔵
で
き
る
。
こ
の
多
種
多
様
な
し
か
も
性
質
の
違
う
水
産
加
工
商
品
の
中
に
は
、
非
近
代
的
商
品
か
ら
近
代
的
商
品
に
至
る
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
性
質
の
商
品
が
混
在
し
て
い
る
。
凍
乾
品
、
素
乾
品
塩
乾
品
等
の
乾
製
品
に
し
て
も
、
生
鮮
商
品
よ
り
は
遥
か
に
ま
し
だ
が
、
漁
業
特
有
の
漁
業
高
の
不
安
定
性
や
季
節
的
変
動
性
の
影
響
か
ら
脱
し
切
れ
ず
、
恒
常
的
生
産
は
困
難
で
あ
り
、
品
質
も
標
準
化
さ
れ
て
い
な
い
。
塩
蔵
品
や
調
味
品
に
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
缶
詰
品
に
な
る
と
貯
蔵
性
が
強
く
な
る
か
ら
恒
常
的
生
産
も
可
能
と
な
り
、
又
商
品
の
標
準
化
も
行
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的
商
品
と
し
て
の
性
質
を
具
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
等
水
産
加
工
商
品
は
近
代
的
で
あ
る
と
な
い
と
を
問
わ
ず
多
く
の
代
替
商
品
を
も
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
独
占
は
困
難
で
あ
り
効
果
が
少
な
い
。
非
近
代
的
商
品
と
近
代
的
商
品
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
と
独
占
が
困
難
で
且
つ
効
果
が
少
な
い
と
い
う
事
情
の
下
で
、
巨
大
資
本
は
ど
う
動
く
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
流
通
過
程
掌
握
に
主
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
事
実
、
乾
製
品
、
塩
蔵
品
、
調
味
品
等
は
、
特
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
干
の
問
題
（
柏
尾
）
t
、
カ
マ
ボ
コ
、
.
I
 
チ
ク
ワ
等
の
練
製
品
は
せ
い
ぜ
い
1
0
日
以
内
で
あ
る
が
、
煮
熟
調
味
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（?¥'2図） l|t産加工西品流涸経路
生産考
（巨大登本）
ホ場地
カロ エ工士島 i加工工場
（巨大資本直営及び＇系列） ！ （そ の他）
佳口 ＝
 
元
）」＼ 二ワ
ぅ肖 費 者
巨
大
資
本
の
サ
ケ
、
マ
ス
、
カ
ニ
の
缶
詰
は
早
く
も
国
際
く
一
貫
作
業
で
あ
っ
た
。
第
一
次
ョ
ー
ロ
ッ
パ
大
戦
時
に
生産壱
ぽの tり
市場
と
っ
て
缶
詰
製
造
は
、
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
ま
で
正
し
ま
っ
た
。
既
に
流
通
過
程
を
掌
振
し
て
い
る
巨
大
資
本
に
と
し
た
水
産
加
工
商
品
の
独
占
は
実
に
こ
の
部
門
か
ら
始
ラ
の
南
氷
洋
も
同
様
で
あ
る
。
巨
大
資
本
の
缶
詰
を
中
心
洋
は
早
く
か
ら
巨
大
資
本
の
独
占
の
場
で
あ
っ
た
。
ク
ジ
ラ
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
サ
ケ
、
マ
ス
、
力
二
の
豊
庫
北
水
産
物
と
は
何
で
あ
ろ
う
。
サ
ケ
、
独
占
で
あ
る
。
巨
大
資
本
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
漁
獲
す
る
巨
大
資
本
が
打
っ
た
手
は
水
産
物
の
種
類
を
軸
に
し
た
で
あ
る
。
様
流
通
過
程
で
掌
握
す
る
と
い
う
方
向
を
示
し
て
い
る
。
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
千
の
問
題
（
柏
尾
）
定
の
も
の
を
除
く
と
ほ
と
ん
ど
が
漁
家
や
中
小
企
業
や
協
同
組
合
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
等
の
流
通
は
直
接
間
接
巨
大
資
本
の
手
を
経
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
巨
大
資
本
は
非
近
代
的
加
工
商
品
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
生
鮮
商
品
同
問
題
は
近
代
的
加
工
商
品
で
あ
る
缶
詰
で
あ
る
。
巨
大
資
本
は
当
然
こ
の
缶
詰
商
品
の
独
占
を
ね
ら
う
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
缶
詰
製
造
と
い
う
技
術
は
比
較
的
小
規
模
で
で
き
る
上
に
、
水
産
物
の
種
類
が
甚
だ
多
い
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
独
占
は
非
常
に
困
難
な
の
マ
ス
、
カ
ニ
、
ク
ジ
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新
川
伝
助
「
前
掲
書
」
四
四
三
頁
的
商
品
に
の
し
上
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
高
い
独
占
利
潤
を
巨
大
資
本
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
サ
ケ
、
マ
ス
、
力
二
の
缶
詰
に
お
け
る
巨
大
資
本
の
国
際
的
信
用
は
、
他
の
水
産
物
の
缶
詰
の
信
用
に
も
及
ん
で
来
る
。
と
い
う
の
は
こ
う
で
あ
る
。
巨
大
資
本
の
レ
ッ
テ
ル
が
な
け
れ
ば
少
な
く
と
も
国
際
的
缶
詰
商
品
と
は
な
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
内
市
場
に
も
波
及
し
、
缶
詰
商
品
の
主
導
権
は
巨
大
資
本
の
手
中
に
落
ち
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
種
々
の
水
産
加
工
缶
詰
を
製
造
し
て
い
る
中
小
企
業
や
漁
家
や
協
同
組
合
を
次
第
に
そ
の
系
列
下
に
包
摂
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
大
洋
漁
業
は
、
林
兼
産
業
、
林
兼
食
品
、
林
兼
水
産
加
工
等
の
直
轄
工
場
の
他
に
、
太
平
洋
水
産
、
長
崎
農
産
化
工
、
青
森
缶
詰
、
五
洋
水
産
、
九
州
製
缶
等
等
、
そ
の
支
配
工
場
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
程
多
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
缶
詰
商
品
は
ほ
と
ん
ど
巨
大
資
本
の
独
占
或
は
支
配
が
完
了
し
た
。
後
は
、
代
替
商
品
と
の
競
争
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
水
産
物
の
種
類
に
よ
る
独
占
ほ
缶
詰
商
品
か
ら
他
の
加
工
商
品
に
も
及
び
つ
つ
あ
る
。
乾
製
品
で
も
燻
製
に
な
る
と
サ
ニ
シ
ン
を
有
す
る
巨
大
資
本
の
独
占
で
あ
る
し
、
塩
蔵
品
も
そ
う
で
あ
る
。
又
、
冷
凍
冷
蔵
を
通
じ
て
の
フ
ィ
ー
レ
ー
、
最
後
に
、
加
工
商
品
の
中
で
非
食
用
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
薬
用
及
び
化
学
工
業
商
品
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
ほ
と
ん
ど
完
全
な
近
代
的
商
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
部
門
は
巨
大
資
本
の
独
占
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
水
産
加
工
商
品
が
水
産
物
の
種
類
を
通
じ
て
巨
大
資
本
の
独
占
が
進
行
し
、
そ
れ
が
最
も
強
く
進
行
し
て
い
る
の
が
缶
詰
品
及
び
薬
用
・
化
学
工
業
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
、
水
産
加
工
商
品
の
増
大
、
中
で
も
缶
詰
品
の
激
増
と
肥
料
に
代
る
薬
用
・
化
学
工
業
品
の
漸
増
が
明
瞭
に
裏
書
き
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
干
の
問
題
（
柏
尾
）
ス
チ
ー
ク
等
も
独
占
の
傾
向
が
強
い
。
ケ、
マ
ス
、
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水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
千
の
問
題
（
柏
尾
）
マ
ー
ケ
国
民
経
済
研
究
協
会
編
「
日
本
人
の
食
糧
」
三
ー
四
六
頁
参
照
例
え
ば
、
流
通
過
程
に
最
も
強
力
に
進
出
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
大
洋
漁
業
を
例
に
と
っ
て
見
よ
う
。
同
社
の
直
接
系
統
に
入
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
、
東
京
中
央
市
場
に
大
都
魚
類
、
名
古
屋
に
大
東
魚
類
、
京
都
に
大
京
魚
類
、
大
阪
に
大
阪
魚
市
湯
、
熊
本
に
熊
本
魚
類
、
佐
賀
に
佐
賀
魚
類
、
鹿
児
島
に
大
洋
水
産
と
各
主
要
都
市
全
部
に
及
ん
で
い
る
。
水
産
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
大
独
占
企
業
の
経
営
活
動
を
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
資
本
主
義
が
高
度
化
し
て
独
占
段
階
に
入
り
、
独
占
資
本
間
の
不
完
全
競
争
が
激
化
し
た
段
階
に
お
い
て
現
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、
大
独
占
企
業
が
固
定
市
場
を
維
持
拡
大
し
て
独
占
を
強
固
に
す
る
た
め
に
流
通
機
構
を
支
配
統
制
し
て
行
く
こ
と
で
あ
り
、
更
に
は
流
通
機
構
の
支
配
統
制
を
通
じ
て
あ
ら
ゆ
る
経
営
の
有
機
的
統
合
を
行
う
過
程
で
あ
る
と
と
も
に
経
済
学
的
に
は
産
業
資
本
に
よ
る
商
業
資
本
の
独
自
的
領
域
で
あ
る
流
通
過
程
そ
の
も
の
へ
の
直
接
的
進
出
又
は
支
配
を
意
味
し
て
い
る
。
さ
て
、
日
本
の
資
本
主
義
も
日
露
戦
争
後
は
い
わ
ゆ
る
独
占
の
段
階
に
突
入
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
相
次
ぐ
世
界
的
恐
慌
の
影
響
を
蒙
り
な
が
ら
次
第
に
高
度
化
し
同
時
に
不
完
全
競
争
を
激
化
さ
せ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
危
機
的
様
相
を
呈
し
た
昭
和
二
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
の
世
界
的
大
恐
慌
の
時
代
に
は
そ
れ
が
極
め
て
高
度
に
達
し
、
何
等
か
の
打
開
策
が
必
須
と
さ
れ
る
段
階
に
立
ち
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
年
代
で
ア
メ
リ
カ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
運
動
は
生
起
し
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
日
本
水
産
業
に
お
い
て
も
、
日
露
戦
争
後
は
北
洋
の
厖
大
な
利
権
の
上
に
資
本
主
義
漁
業
が
急
速
に
発
達
し
、
巨
大
独
占
資
本
が
見
事
に
成
長
し
た
。
こ
の
巨
大
資
本
に
と
っ
て
も
昭
和
二
年
か
ら
四
年
へ
か
け
て
の
世
界
的
大
恐
慌
の
痛
手
は
大
き
か
っ
た
が
、
グ
は
育
た
な
か
っ
た
。
(
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は
当
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
五
テ
ィ
ン
グ
に
は
向
わ
な
か
っ
た
。
巨
大
資
本
は
、
対
内
的
に
は
、
中
小
資
本
を
集
中
し
独
占
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
防
衛
す
る
と
と
も
に
、
半
封
建
的
性
格
を
も
つ
漁
民
か
ら
の
徹
底
的
収
奪
を
行
い
、
対
外
的
に
は
、
よ
り
積
極
的
な
外
海
進
出
を
強
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
危
機
を
打
開
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
め
に
、
漁
民
へ
の
圧
迫
は
更
に
強
化
さ
れ
、
軍
事
的
色
彩
は
深
化
こ
の
段
階
で
は
巨
大
漁
業
資
本
の
支
配
が
流
通
過
種
に
及
ぶ
の
ほ
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
支
配
方
法
は
、
商
人
資
本
の
独
自
的
活
動
分
野
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
上
か
ら
の
資
本
支
配
を
通
じ
て
商
人
資
本
全
体
を
支
配
系
列
化
し
て
行
く
と
い
う
行
き
方
を
と
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
巨
大
漁
業
資
本
が
そ
れ
自
体
流
通
過
程
を
担
当
す
る
の
で
は
な
く
、
自
己
の
支
配
系
列
下
の
商
人
資
本
を
通
じ
て
の
流
通
過
程
支
配
の
形
態
で
あ
る
。
す
べ
て
の
巨
大
漁
業
資
本
が
政
商
的
回
漕
問
屋
を
出
発
点
と
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
近
代
的
独
占
の
基
底
に
こ
の
よ
う
な
性
格
が
内
包
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
怪
し
む
に
は
当
る
ま
い
。
第
二
次
大
戦
後
、
日
本
経
済
の
復
興
が
か
っ
て
の
独
占
資
本
の
整
備
巨
大
化
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
こ
と
は
既
に
知
る
通
り
で
、
水
産
業
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
こ
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
運
動
の
契
機
が
あ
っ
た
。
占
が
高
度
化
す
れ
ば
す
る
程
激
化
し
て
行
く
も
の
で
あ
り
、
世
界
的
商
品
過
剰
現
象
に
対
処
す
る
手
段
が
真
剣
に
考
え
ら
れ
始
め
る
の
日
本
の
水
産
業
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
運
動
も
歩
み
の
ろ
い
も
の
で
は
あ
る
が
こ
う
し
て
発
生
し
た
。
巨
大
漁
業
資
本
の
流
通
過
程
支
配
が
、
商
人
資
本
を
排
除
し
て
の
直
接
的
進
出
に
代
っ
て
来
て
い
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
こ
れ
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
水
産
業
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
具
体
的
事
例
を
見
よ
う
。
水
産
商
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
最
も
近
代
的
性
格
を
も
っ
，
た
も
の
か
ら
展
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
と
す
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
干
の
問
題
（
柏
尾
）
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
資
本
主
義
経
済
の
本
質
的
矛
盾
は
独
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に
つ
い
て
ほ
詳
言
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
漁
業
資
本
が
生
産
を
独
占
し
て
い
る
サ
ケ
、
マ
ス
、
え
ば
、
巨
大
漁
業
資
本
が
ほ
と
ん
ど
独
占
し
て
い
る
サ
ケ
、
マ
ス
、
し
か
し
な
が
ら
、
缶
詰
商
品
以
外
の
水
産
商
品
に
な
る
と
、
一
シ
ン
に
し
て
も
、
燻
製
品
と
な
る
と
、
定
独
占
水
産
物
の
缶
詰
か
ら
全
水
産
物
の
そ
れ
に
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
干
の
問
題
（
柏
尾
）
る
と
、
缶
詰
商
品
か
薬
用
及
ぴ
化
学
工
業
商
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
薬
用
及
び
化
学
工
業
商
品
は
、
量
に
お
い
て
缶
詰
商
品
に
遥
か
に
及
ば
な
い
し
、
加
え
て
缶
詰
商
品
は
今
な
お
す
ば
ら
し
い
勢
い
で
増
加
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
缶
詰
商
品
が
水
産
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
先
鋒
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
巨
大
漁
業
資
本
は
、
独
占
的
水
産
物
を
中
核
と
し
て
、
缶
詰
商
品
に
つ
い
て
は
既
に
、
市
場
調
査
、
P
R
、
広
告
、
セ
ー
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
技
術
改
善
、
生
産
計
画
等
の
一
連
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
運
動
を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
。
特
定
の
独
占
水
産
物
の
缶
詰
を
通
じ
て
形
づ
く
ら
れ
た
、
日
魯
漁
業
の
「
赤
の
平
行
線
」
日
本
水
産
の
「
ヒ
ノ
マ
ル
印
」
大
洋
漁
業
の
「
マ
ル
は
」
極
洋
捕
鯨
の
「
キ
と
旗
印
」
等
は
、
既
に
国
際
的
に
ま
で
信
用
の
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
プ
ラ
ン
ド
の
威
力
は
、
今
や
特
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
容
易
に
具
体
化
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
主
と
し
て
そ
の
商
品
の
独
占
の
困
難
性
、
標
準
化
の
不
可
能
、
漁
獲
高
不
安
定
に
と
も
な
う
価
格
の
変
動
性
等
々
の
水
産
商
品
特
有
の
性
格
に
基
因
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
分
野
で
は
流
通
過
程
掌
握
と
い
う
昔
な
が
ら
の
方
法
か
ら
前
進
し
よ
う
と
い
う
気
配
は
見
え
な
い
。
例
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
影
が
薄
い
。
燻
製
品
が
、
品
質
の
画
一
性
を
欠
き
保
存
期
間
が
短
く
、
そ
の
上
最
終
販
売
が
分
割
売
り
の
た
め
プ
ラ
ン
ド
の
威
力
が
消
費
者
に
及
ば
ず
、
た
め
に
消
費
需
要
の
市
場
調
査
も
で
き
ず
生
産
計
画
も
立
た
な
い
、
等
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
巨
大
ニ
シ
ン
に
つ
い
て
す
ら
、
缶
詰
商
品
の
他
は
こ
の
調
子
な
の
で
あ
る
。
他
の
水
産
け
れ
ど
も
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
缶
詰
商
品
が
水
産
商
品
の
中
で
占
め
る
比
率
が
次
第
に
圧
倒
的
と
な
っ
て
来
て
い
る
現
在
、
巨
一
六
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大
漁
業
資
本
が
、
缶
詰
商
品
を
中
心
に
マ
ケ
ー
テ
ィ
ソ
グ
を
推
進
し
て
い
る
の
は
一
応
妥
当
性
を
有
す
る
も
の
と
い
、。
水
産
商
品
の
流
通
に
関
す
る
若
干
の
問
題
（
柏
尾
）
一
七
わ
ね
ば
な
る
ま
